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癌10例であった.総線量は52.8-74.4 GyE (中央値68.8 GyE)で,4例にweekly CDDP 40 mg/m?が同時併用され
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【目 的】 くさびフィルタにおける空中軸外線量比の変化
を定量化し,矩形照射野の軸外点線量評価としてMU独立
計算による線量評価の妥当性を検討する.【方 法】
6MVX線のオープン照射野と15°,30°くさび照射野におい
て,ミニファントムによる空中軸外線量比を測定し,くさ
び角度方向とそれと直交する方向の2成分に分離した空中
軸外線量比を算出した.これにより,平坦化フィルタとく
さびフィルタの異なる因子による影響を分離して評価し,
くさび照射野内の任意の軸外点の測定線量と計算値との比
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